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参加要件に関する誓約書
国立市長　　永見　理夫　様






所在地　　





商号又は名称





代表者　　　　　　　　　　　　　㊞
「旧本田家住宅主屋解体復元工事及び関連工事並びに実施設計技術支援事業者選定プロポーザル」に係るプロポーザルの参加要件の内、裏面について事業実施の際に必ず要件を満たすことを誓約いたします。

記

１．解体工事及び復元工事に配置する監理技術者は、次の要件を全て満たす者を配置する。

①１級建築施工管理技士又は一級建築士いずれかの資格を有し、有効な監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を有している。
　②常勤の自社社員で基準日前３カ月以上の雇用関係がある。
　③本工事に専任で配置できる。（本事業の実施設計技術支援業務との兼務は可能）
２．実施設計技術支援業務に配置する責任者は、次の要件を全て満たす者を配置する。

①１級建築施工管理技士又は一級建築士いずれかの資格を有している。
　②常勤の自社社員で基準日前３カ月以上の雇用関係がある。
３．大工棟梁は次の要件を全て満たす者を配置する。

①大工棟梁は、解体工事から再築工事まで同一の者が担当する。
　②大工棟梁は、国、都道府県、市区町村が指定した文化財建造物または歴史的建造物（木造建築物に限る）の復元、修理等（構造、設備のみは不可）の工事の契約履行実績（現在継続中のものも含む）を有する。
４．主任・監理技術者、協力会社は、書式９、書式１０で提出した人物、会社から変更することなく、事業を実施する。
　以上
